
矯
報
公
開
法
と
宗
教
法
人

地

建

治

(
弁
議
士
)

iま

に
i
i
i
銅
器
の
↓
昨
夜
と
経
過

ζ 

め

清
報
公
開
法
案
〈
正
式
な
名
称
は
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
埼
報
の
公
開
に
閣
内
す

)
が
、

一
九
九
八
年
三
月

七
日
間

会
に
提
出
さ
れ
、
九
九
年
一
一
月
一
六
時
衆
議
院
で
修
正
の
う
え
通
過
し
、
参
議
院
で
再
修
正
さ
れ
た
後
、
本
稿
加
筆
中
の
九
九
年
五
月

七
日
衆
議
誌
で
全
会

数
で
可
決
、
成
立
し
た
。
施
行
は
公
布
後
二
年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
。
(
永
続
は
、
九
八
年
三
月

八
日
宗
教

法
制
研
究
会
で
報
告
し
た
も
の
を
、
そ
の
後
の
状
況
を
路
ま
え
て
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
)

f脅報公開i去と宗教法人付、池j

情
報
公
開
法
は
組
民
一
般
か
ら
久
し
く
待
ち
努
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、

方
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
N

〈
政
府
の
国
民
に
対
す
る
説
明

車
災
住
〉
や
市
誌
の
側
か
ら
の

M

知
る
権
利
4

の
観
点
か
ら
、
阿
法
が
出
来
上
が
る
こ
と
は
非
常
に
歓
溜
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
事

の
行
政
機
関
の
情
報
公
開
に
は
、
俄
入
、
法
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
そ
の
他
慾
法
土
、
法
律
上
{
す
ら
れ
る
べ
き
権
利
、
利
益
を
世
討
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
情
報
公
開
法
案
の
宮
会
提
出
の
一
一
一
年
前
の
、
九
五
年
一

月
に
宗
教
法
人
法
が
改
正
さ
れ
、
改
正
さ
れ
た
同
法
二
五
条

四
項
に
よ
っ
て
、
宗
教
法
人
は
、
役
設
名
簿
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
仰
向
…
表
又
は
収
支
計
算
書
(
作
成
し
て
い
る
場
合
て
境
内
建
物
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(
財
産
自
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
)
に
関
す
る
縁
類
、
公
益
事
業
、
収
益
事
業
を
行
う
場
合
は
そ
の
事
業
に
関
す

類

の
写
(
以
下
「
宗
教
法
人
提
出
幾
類
」
と
い
う
)
令
、
所
轄
庁
(
文
部
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
)
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
定
め
ら
れ
た
ο

そ
こ
で
、
情
報
公
開
法
案
が
成
立
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
欝
類
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
か
が
肉
親
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ

る
も
と
も
と
こ
れ
ら
の
欝
額
は
、
宗
教
法
人
内
部
の
書
類
で
、
九
五
年
改
正
欝
の
宗
教
法
人
法
で
は
、
単
に
、
そ
の
作
成
と
事
務
所
で

備
え
る
こ
と
だ
け
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
阿
改
正
に
よ
っ
て
布
の
通
り
「
所
轄
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ

れ
た
・
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
改
正
自
体
が
、
愈
法
二

O
条
に
よ
り
い
抑
制
教
の
自
由
を
係
機
お
れ
て
い
る
宗
教
詩
体
、
宗
教
法
人
の
自

主
、
自
律
性
の
見
地
か
ら
、
所
轄
庁
の
報
告
徴
技
・
質
問
権
の
新
設
な
ど
と
と
も
に
議
者
の
批
判
を
洛
び
た
も
の
で
あ
る
。
〈
こ
の
点
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に
つ
い
て
は
、

2
不
教
法
」

六
号
の
洗
建
「
宗
教
法
人
法
む
沿
革
」
外
の
論
文
参
照
)

そ
し
て
、
こ
の
た
び
の
情
報
公
開
法
案
会
見
る
と
所
轄
庁
へ
の
提
出
の
義
務
付
け
だ
け
で
も
批
判
の
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
宗
教
法
人
提

出
書
類
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
適
用
除
外
に
す
る
と
か
、
不
問
洲
一
不
情
報
に
す
る
と
か
を
鴇
訴
し
た
丈
一
一
廷
は
関
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
取
扱
い
が

ど
う
な
る
の
か
が
、
と
り
わ
け
語
教
界
に
と
っ
て
大
き
な
問
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
構
報
公
開
州
法
案
の
語
会
提
出
ま
で
の
経
過
と
こ
れ
に
対
す
る
宗
教
界
の
対
応
令
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

情
報
公
開
法
案
は
、

一
月
一
六

8
提
出
さ
れ
た
行
政
改
築
委
員
会
の
「
情
報
会
開
法
制
の
確
立
に
関
す
る
撃
見
」
を

一
九
九
六
年

受
け
、
九
七
年
度
内
に
所
獲
の
法
律
案
の
密
会
機
出
を
摺
る
、
と
の
関
対
…

五
日
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、
前
記
の
と
お
り
九
八
年
三
月

二
七
日
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
行
政
股
革
委
員
会
が
、
右
の

と
あ
わ
せ
て
接
出
し
た
「
情
報
公
開
法
姿
綱
案
」
を
政
府
部
舟

で
検
討
・
修
正
し
て
成
文
化
し
た
の
が
政
府
提
案
の
「
持
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
慌
に
関
ナ
る
法
律
案
」

i
i
i
い
わ
ゆ
る



「
罷
報
公
開
法
案
」
で
あ
る
。

情
報
公
掲
法
案
に
関
し
、
前
記
の
問
題
点
が
宗
教
界
に
お
い
て
強
く
認
識
さ
れ
た
の
は
、
九
七
年

。
月
八
日
文
化
庁
訴
務
課
か
ら

「
構
報
公
開
法
要
観
案
」
に
つ
い
て
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
(
略
称
・

5
宗
逮
)
が
説
明
を
受
け
て
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、

早
速
、
同
月
二
眼
目
文
化
庁
に
適
切
な
対
応
等
を
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、
日
間
丹
三

O
日
付
で
、
問
法
案
所
管
の
総
務
庁
長
官
小
里
貞

創
刊
あ
て
に
「
簿
報
公
開
法
案
立
案
に
あ
た
っ
て
の
要
望
書
」
を
提
出
し
、
宗
教
自
体
が
所
轄
庁
に
提
出
し
た
「
宗
教
法
人
続
出
番
類
」

に
つ
い
て
は
、
「
情
報
公
開
法
」
の
適
用
除
外
と
す
る
か
、
ま
た
は
、
不
捷
一
不
信
報
と
し
て
明
示
す
る
よ
う
に
要
望
し
た
。

さ
ら
に
同
年

月一一

O
日
付
で
、
文
部
大
臣
町
村
品
目
指
孝
に
対
し
、
「
崎
市
報
公
開
法
案
立
案
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
を
求

を
欄
拠
出
し
、
お
同
様
の
婆
望
を
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
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、
容
れ
ら
れ
ず
、
政
府
は
右
提
出
番
類
の
適
用
除
外
ヤ
不
開
示
情
報
の
明
示
を
す
る
こ
と
な
く
、
同
法

業
を
閥
会
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

「
情
報
公
開
法
案
」
は
、
衆
議
院
で
不
制
服
申
立
党

か
所
の
高
裁
所
夜
地
の
地
方
裁
判
所
に
拡
げ
る
な
ど
の
修
正

令
し
、
参
議
院
で
は
四
年
後
の
見
破
し
を
定
め
た
付
制
約
部
分
の
修
正
を
し
た
う
え
で
成
立
し
た
が
、
本
摘
で
の
説
明
や
問
題
点
に
は
夜

情報公開法と宗教法人{小池)

接
の
影
響
は
な
い
。

「
構
報
公
閣
法
」
の
出
向
苓

宗
教
界
で
問
題
と
し
て
い
る
蔀
記
の
開
題
を
検
諒
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
成
立
し
た
「
情
報
公
開
法
い
(
以
下
、
法
と
い
う
)
の
内

容
に
つ
い
て
、
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
、
右
の
問
題
に
関
連
す
る
範
刷
で
法
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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条

l 
第
一
条
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
に
つ
い
て
、
「
こ
の
法
律
は
、
国
民
主
権
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
行
政
文
書
の
間
開
示
を
請
求
す
る
権

科
に
つ
き
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
行
政
権
問
の
保
有
す
る
情
報
の

同
府
の
公
開
を
揺
り
、
も
っ
て
政
府
の
有
す
る
そ

民
に
説
明
す
る
素
務
が
全
う
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
阪
民
の
的
川
憾
な
略
解
と
批
判
の
下
に
あ
る
公
正
で
氏
、
主
的
な
行
政
の
披

選
に
資
す
る
こ

と
定
め
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
…
行
政
機
認
の
憐
報
公
開
に
よ
っ
て
、
政
府
の
諸
活
動
を
悶
民
に
説
明
す
る
実
務
が
全
う
さ
れ
る
よ
う
に
、
と
し
て
政
府

の
説
明
資
任
|
|
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
を
明
確
化
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
各
方
面
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
砂

知
る
権
利
“

の
明
誌
は
な
い
。
ま
た
、
行
政
改
草
委
員
会
の
「
要
縞
案
」
に
あ
っ
た
「
毘
誌
に
よ
る
行
政
の
監
視
・
参
加
の
充
実
に

資
す
る
」
と
の
文
言
は
な
く
、
「
罰
口
氏
の
的
確
な
理
解
と
批
判
の
下
に
あ
る
・
・
・
・
」
と
の
表
現
に
後
退
し
て
い
る
。
そ
の
お
…
は
と

32 

も
か
く
と
し
て
、
情
報
公
需
が
「
公
正
で
民
主
的
な
行
政
の
推
進

行
政

た
め
の
も
の
で
あ
る
、
と

情
報
の
選
明
性
、
公
開
性
が
民
主
政
治
の
根
本
、
議
礎
で
あ
る
と

目
的
に
は
全
く
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2 

一
条
は
、

の
間
開
示
請
求
権
に
つ
い
て
、
「
何
人
も
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
当

該
行
政
機
関
の
保
有
す
る
行
政
文
書
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
定
め
る
。

こ
こ
で
は
、
行
政
文
書
の
掲
示
を
請
求
す
る
こ
と
の
主
体
が
、
「
霞
民
」
と
か
「
住
民
」
で
は
な
く
「
何
人
も
」
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
日
本
開
籍
の
有
無
を
関
わ
ず
、
外
間
四
人
で
も
諮
求
で
怒
る
し
、
ま
た
、
外
関
に
い
る
け
ね
本
間
民
は
・
も
ち
ろ
ん
、
外

留
に
按
伎
す
る
外
閑
人
ぞ
も
議
求
で
き
る
の
で
あ
る
。
…
行
政
の
透
明
哉
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
に
議
求
機
者
の
純
聞
に
制
限
を
加
え

な
い
、
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

の
取
扱
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
に
一
注
意



を
要
す
る
。

ち
な
み
に
、
改
正
宗
教
法
人
法
二
五
条
三
項
で
は
、
宗
教
法
人
は
、
そ
の
事
務
所
に
備
え
ら
れ
た
同
項
所
定
の
書
類
、
帳
簿
に
つ
い

て
「
信
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
」

で
あ
っ
て
、
「
・
・
・
正
当
な
利
益
が
あ
り
、
か
っ
・
・
・
不
当
な
目
的
に
よ
る
も
の
で
な
い
と

認
め
ら
れ
る
者
」
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
「
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

開
示
の
請
求
先
は
「
行
政
機
関
の
長
」
で
あ
る
。
「
宗
教
法
人
提
出
書
類
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
文
書
の
提
出
先
で
あ
り
保
有
し
て

い
る
行
政
機
関
で
あ
る
文
部
大
臣
な
い
し
文
化
庁
長
官
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

開
示
の
対
象
と
な
る
文
書
は
、
「
当
該
行
政
機
関
の
保
有
す
る
行
政
文
書
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
行
政
文
書
」
と
は
、
「
行
政
機
関
の

職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
ま
た
は
取
得
し
た
文
書
、
図
面
及
び
電
磁
的
記
録
・
・
・
で
あ
っ
て
、
当
該
行
政
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に

用
い
る
も
の
と
し
て
当
該
行
政
機
関
が
保
有
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。
」
(
二
条
二
項
)
。
「
宗
教
法
人
提
出
書
類
」
は
、
行
政
機
関
の
職

33-

員
が
職
務
上
作
成
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
職
務
上
提
出
を
受
け
て
取
得
し
た
も
の
と
し
て
、
「
行
政
文
書
」
に
該
当
す
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

第
三
条
は
「
・
・
・
行
政
文
書
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
開
示
請
求
権
を
明
確
に
定
め
た
。

3 

行
政
機
関
の
開
示
義
務
|
|

五
条
本
文

情報公開法と宗教法人(小池)

他
方
開
示
を
請
求
さ
れ
た
行
政
機
関
の
長
は
、
第
五
条
の
「
行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
開
示
請
求
に
係
る

行
政
文
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
情
報
(
以
下
「
不
開
示
情
報
」
と
い
う
)
の
い
ず
れ
か
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
開
示
請

求
者
に
対
し
、
当
該
行
政
文
書
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
定
め
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
請
求
さ
れ
た
行
政
文
書
を
開
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
|
|
開
示
義
務
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
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不
開
示
崎
間
報
j
i
o

五
条
二
日
ザ
イ

4 
右
の
開
示
義
務
に
は
樹
外
が
あ
る
。
五
条
の
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
情
報
」
(
以
下
「
不
開
示
情
報
」
と
い
う
)
に
つ
い
て
は
、
例
外

と
し
て
開
示
し
・
な
く
て
よ
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

号
か
ら
六
ロ
す
ま
で
あ
る
が
、

右
の
「
各
号
」
は

と
の
関
係
で
は
、
開
条
第

の
イ
の
条
項
が
撃
饗
で

あ
る
。第

立
法
人
そ
の
他
の
間
体
で
・
-
以
下
吋
法
人
等
」
と
い
う
)
に
関
す
る
情
報
又
は
事
業
を
営
む
個
人
の
当
該
事
業

に
関
す
る
情
報
・
・
・
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
よ
と
定
め
そ
の
イ
に
「
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人
等
又
は
当
該
個

入
の
権
利
、
競
争
上
の
地
殺
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
」
を
不
開
示
情
報
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
宗
教
法
人
も
一
穫
の
法
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
「
法
人
等
」
に
該
当
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
ち
な
い
。
そ
こ
で
、

34-

「
出
不
教
法
人
提
出
書
類
」
と
構
報
公
開
法
に
関
し
て
、
間
文
香
が
こ
の
イ
の

、
中
心
的
な
開
銀
で

あ
る
。

5 

義
務
的
開
示

な
お
、

般
に
は

一
号
イ
で
不
開
示
情
報
と
さ
れ
る
場
合
で
も
二
号
た
だ
し
書
き
の
「
た
だ
し
、
入
の
生
命
、
健
康
、
生
活
又
は
財

援
を
保
護
す
る
た
め
去
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報
を
除
く
己
と
の
定
め
に
よ
り
、
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
(
義
務
的
開
示
)
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

6 

公
益
上
の
理
由
に
よ
る
毅
量
的
開
示

i

|

七
条

右
の
外
、
法
は
第
七
条
で
「
会
議
上
の

と
し
て
、
刊
行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
繍
求
に
係
る
行
政
文
書

に
不
開
示
情
報
が
紀
銀
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
公
義
上
特
に
必
繋
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
当
該



作
政
文
書
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
と
定
め
る
。
し
た
が
っ
て
宥
政
機
関
の
長
が
吋
公
益
上
特
に
必
繋
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」

は
そ
の
裁
蓋
に
よ
り
行
政
文
香
〈
吋
宗
教
法
人
提
出
書
類
い
会
除
く
旨
の
震
定
は
な
い
〉
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
招
待
る
こ
と
も
考

え
て
お
く
必
婆
が
あ
ろ
う
。

7 

一
者
保
護
に
期
間
す
る
規
定
1

1

文
部
大
臣
な
ど
行
政
機
関
の
長
が
「
宗
教
法
人
提
出
書
類
」
を
開
示
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
同
文
書
を
提
出
し
た
宗
教
法
人
は
、
関

示
請
求
者
で
も
被
繍
求
行
政
機
関
で
も
な
い
第
三
者
で
あ
る
。
開
示
請
求
に
係
る
行
政
文
書
に
こ
の
よ
う
な
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が

記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い

一
条
一
項
で
「
・
・
・
持
政
機
関
の
長
は
、
鰐
示
決
定
等
を
す
る
に
当
た
っ
て
、

法
は
、
そ
の
第

当
該
情
報
に
係
る
第
一
一
一
考
に
対
し
、
開
示
請
求
に
係
る
行
政
文
書
の
表
示
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出

す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
己
と
議
め
た
。
さ
ら
に

、
当
該
情
報
が

ra条
二
号
た
だ
し
警
に
規
定
す
る
情
報
(
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5
に
記
し
た
不
開
示
情
報
か
ら
除
か
れ
る
情
報
|
義
務
的
開
示
の
情
報
)
、
七
条
の
規
定
に
よ
り
公
議
ょ
の
理
由
よ
り
裁
量
的
に
開
示

で
き
る
情
報
等
の
い
ず
れ
か
に
践
当
す
る
と
き
は
、
間
開
示
決
定
に
先
立
ち
当
該
第
三
者
に
対
し
、
欝
樹
に
よ
り
通
知
し
て
意
見
書
を
提

出
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
定
め
た
。

作者総公開法と宗教法人(小池)

通
知
等
が
一
項
は
裁
最
鵠
で
あ
り
、
二
項
は
義
務
的
で
あ
る
こ
と
に
九
注
意
を
要
す
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
お
該
情
報
に
つ
い
て
も
っ

と
も
副
利
害
関
係
の
あ
る
当
該
第
三
者
に
に
対
し
、
当
該
情
報
を
開
示
す
る
か
告
か
に
つ
い
て
意
見
番
を
綾
出
す
る
機
会
を
裁
麓
的
ま
た

は
義
務
的
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
第
三
者
が
闘
記
の
制
益
を
守
る
た
め
の
手
段
を
講
じ
得
る
も
の
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
宗
教

法
人
に
と
っ
て
、
注
意
し
て
お
く
必
要
の
あ
る
規
定
で
あ
る
。

不
接
申
立

…
八
条
以
下

8 
情
報
公
開
制
疫
に
お
い
て
は
掲
示
、
非
開
示
の
決
定
は
、
開
示
を
誇
求
さ
れ
る
潟
該
の
行
政
機
関
の

つ
て
な
さ
れ
る
か
ら
、
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の
不
服
が
あ
れ
ば
浅
該
決
定
に
関
し
て
ど
う
し
て
も
第
三
者
機
関
に
よ
る
審
査
判
断
が
必
要
と
な
る
c

そ
う
で
な
け
れ
ば
行
政

機
関
の
翠
意
的
な
判
断
、
決
定
の
危
険
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
法
は
、
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
行
政
不
縁
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
市
立
一
…
該
不
脇
市
立
て
に
対
す
る

裁
決
又
は
決
定
を
す
べ
き
行
政
機
関
の
長
は
、
原
則
那
と
し
て
情
報
公
開
審
驚
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
た
〈

八
条
)
。

こ
こ
に
、
不
服
申
立
人
と
な
り
得
る
者
は
、
間
開
示
を
し
な
い
殺
の
決
定
を
さ
れ
た
開
示
論
求
者
の
外
、

よ
り
そ
の
権
科
利
益

る
こ
と
と
な
る
第
三
者
(
た
と
え
ば
、

2r小
教
法
人
提
出
番
類
い
に
つ
い
て
開
示
決
定
さ
れ
た
当
該
宗
教
法
人
〉
が
こ
れ
に
あ

た
る
。務

問
を
受
け
る
情
報
公
開
審
査
会
は
、
総
甥
府
に
輩
か
れ
、
委
員
は
九
名
、
両
議
員
の

mm殺
を
得
て
内
問
総
理
大
草
が
任
命
す
る
。

委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
る
〈

36-

i
一
一
三
条
)
。

9 

照
関
係
法
律
と
の
調
整
|
!

J¥ 

要
綱
案
第
一

(
「
宗
教
法
人
提
出
書
類
」
に
つ
い
て
は
調
整
さ
れ
ず
)

情
報
公
開
法
案
続
出
に
先
立
ち
、
行
政
改
革
委
員
会
が
「
情
報
公
開
法
棋
の
確
立
に
関
す
る
意
見
」
を
政
府
に
提
出
し
た
こ
と
は
す

で
に
述
べ
た
が
、

「
情
報
公
開
法
饗
鱗
案
」
及
び
「
情
報
公
鍔
法
要
綱
案
の
考
え
方
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

「
要
鱗
案
」
で
は
、
そ
の

J¥ 

関
係
法
律
と
の
調
整
」
の
項
で
吋
文
警
の
公
開
等
に
関
し
定
め
て
い
る
法
律
そ
の
他
の
関
係

法
律
の
規
定
と
の
間
で
必
要
な
法
制
上
の
務
整
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
じ
と
の
記
述
が
あ
り
、
ま
た
平
?
え
方
」
で
は

「
7
∞
関
係
法
律
と
の
調
整
い
の
墳
で
「
同
一

〈
情
報
)
に
つ
い
て
情
報
公
開
法
の
開
示
義
務
と
領
別
法
の
去
に
す
る
こ
と
を
禁

止
す
る
義
務
ど
が
挺
触
す
る
可
詫
性
が
あ
る
場
合
に
、
法
律
上
の
澗
整
措
震
を
あ
ら
か
と
め
講
じ
て
お
く
必
繋
が
あ
る
。
」
と
の

が
あ
る
。



27小
教
法
人
提
出
議
類
」
は
京
教
法
人
法
で
公
け
に
す
る
こ
と
を
禁
止
令
る
旨
の
明
文
の
規
定
は
な
い
が
、
公
に
し
な
い
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
宗
教
法
人
法
改
正
に
際
し
て
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
小
野
元
之
政
府
委
員
(
文
化
庁
次
長
)

の
回
会
答
弁
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
小
野
(
元
)
政
府
委
員

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
で
も
宗
教
法
人
か
ら
提
出
怒
れ
た
禽
類
に
つ
い
て
、
所
轄
庁
に
は
、
前
々
か
ら

御
容
弁
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
守
秘
義
務
が
あ
る
わ
け
で
ご
ぎ
い
ま
す
J

(
宗
教
法
人
に
関
す
る
特
別
議
員
会
議
事
録
第

七
号
平
成
七
年
〈

九
九
五
年
〉

一
一
月
九
日
八
1
九
貫
)

し
か
し
、
ヱ
ホ
教
法
人
提
出
書
類
」
に
関
し
内
閣
に
よ
る
情
報
公
開
法
案
の
決
定
ま
で
に
(
前
記

U
京
速
か
ら
の
宗
教
法
人
提
出
番

類
に
つ
い
て
の
情
報
公
開
法
適
用
除
外
又
は
不
開
示
情
報
明
示
の
要
望
が
な
さ
れ
る
な
ど
し
た
が
て
宗
教
法
人
誌
と
の
間
で
法
制
上

の
調
繋
措
撲
は
講
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
が
忠
以
教
法
人
議
出
書
類
〕
と
の
関
連
で
必
要
と
思
わ
れ
る
情
報
公
締
法
の
説
明
で
あ
る
。

考
察
を
要
す
る
問
題
点

情報公開法と2宗教法人〈小池)

一
の
情
報
公
罰
法
の
説
明
の
中
で
す
で
に
宗
教
自
体
、
宗
教
法
人
に
と
っ
て
の
民
法
に
熊
す
る
時
題
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い

る
と
思
う
が
、
以
下
に
い
ま
少
し
詳
し
く
述
べ
る
。

1 

ヱ
一
小
教
法
人
提
出
喬
類
〕
は
不
開
示
情
報
か

「
宗
教
法
人
提
出
書
類
」
が
情
報
公
開
法
に
お
い
て
境
丈
を
も
っ
て
一
義
的
に
巡
沼
除
外
と
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
開

訴
に
関
し
問
題
と
な
る
の
は
、
同
文
書
が
不
開
示
情
報
!
第
五
条
二
号
イ
の
「
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人
等
又
は
当
該
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偶
人
の
権
利
、
競
争
し
ふ
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
剥
益
令
官
官
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

に
含
ま
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
杏
か
の
点
で

あ
る
。こ

の
こ
と
に
関
し
、
宗
教
法
人
法
令
所
管
す
る
文
化
庁
の
小
野
一
冗
之
次
長
が

九
九
五
年
障
会
で
「
宗
教
法
人
援
出
書
類
い
に
つ
い

て
守
秘
義
務
が
あ
る
旨
答
弁
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
情
報
公
開
法
案
提
出
蕊
前
の

九
九
八
年

月
三
む
日

文
化
庁
宗
務
課
で
は
次
の
よ
う
に
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

期
ち
、

2T小
品
私
法
人
提
出
欝
鋲
」
に
は
叶
登
記
事
項
(
宗
教
法
人
法
第
五
一
一
条
第
二
項
。
代
表
役
員
の
氏
名
・
住
所
、
基
本
財
政
の
総

額
等
。
〉
及
び
当
該
法
人
が
自
主
的
に
公
開
し
て
い
る
事
項
を
除
き
、

般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
事
項
は
非
公
知
性
の
婆
素
を
具
備
し
て
い
る
。
」
と
し
た
う
え
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
信
教
の
自
由
及
び
宗
教
行
政
の
適
正
な
遂

一
行
の
見
地
か
ら
秘
陵
の
必
要
性
が
あ
る
と
し
、
結
論
と
し
て
「
提
出
書
類
の
う
ち
非
公
知
の
事
項
に
隠
し
て
は
、
務
僚
の
必
要
性
が
あ

38 

り
、
臨
家
公
務
員
法
第
一

0
0条
第

項
の
桜
蜜
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
守
山
治
義
務
の
対
象
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
し
た
の

で
あ
る
。
(
「
宗
教
法
人
法
第
二
五
条
に
よ
り
所
轄
庁
に
提
出
さ
れ
る
欝
類
と
関
家
公
務
員
法
上
の
守
秘
義
務
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
平

成

。
年
一
月
一
ニ

O
B文
化
庁
文
化
部
宗
務
議
〉

こ
の
文
化
庁
の
論
皆
は
、
「
宗
教
法
人
提
出
書
類
」
〈
登
記
事
項
と
自
主
的
公
商
事
項
は
除
く
)
は
当
然
に
非
開
示
文
舎
と
解
さ
れ
る

」
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

一
九
九
八
年
三
月
二
八
日
付
毎
日
新
聞
は
「
文
部
省
の
小
野
元
之
官
房
長
(
祭
者
注
・
前
文
化
庁
次
長
)
は

「
億
人
や
法
人
の
情
報
は
不
開
示
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
教
法
人
の
財
務
状
況
が
開
示
さ
れ
る
と
、
信
教
の
自
由
を

か
ね

な
い
」
と
心
離
す
る
よ
と
の
記
事
令
掲
載
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
法
案
の
部
会
審
議
の
過
程
で
の
政
府
側
の
こ
れ
に
関
す
る
等
弁
を
晃
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
小
呈
総
務
庁
長
官
は
五
条

-
・
・
の
権
創
刊
」
に
は
宗
教
法
人
の
傍
教
の
自
由
が
含
ま
れ
、
保
護
さ

q) 



〈

l
)

れ
る
皆
磐
弁
し
て
い
る
。

し
か
し
、
右
替
歳
月
で
は

H

保
護
仰
の
兵
体
的
市
内
容
、
範
関
等
が
明
確
で
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
同
年
六
月
四
日
間
内
閣
整
員
会

に
お
い
て
前
川
喜
一
千
説
明
員
(
文
住
庁
宗
務
課
長
)
は
、

2
一
小
教
法
人
の
提
出
書
類
の
う
ち
非
公
知
の
事
実
に
係
る
も
の
に
つ
き
ま
し

(2V 

て
は
、
原
掛
と
し
て
不
開
示
情
報
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
を
し
た
c

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
文
部
告
文
化
庁
は
「
宗
教
法
人
提
出
書
類
の
う
ち
非
公
知
の
事
実
に
係
る
も
の
は
原
則
刻
と
し
て
不
開
示
情
報

で
あ
る
」
と
解
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宗
教
法
人
法
上
「
宗
教
法
人
提
出
番
類
」
の
提
出
先
は
「
所
轄
庁
〕
と
さ
れ
て
い
る
。
所
轄
庁
は
、
原
射
と

し
て
都
道
府
県
知
事
で
あ
り
、
他
の
都
道
府
県
内
に
境
舟
建
物
を
備
え
る
宗
教
法
人
ゃ
い
わ
ゆ
る
訟
括
法
人
の
所
轄
庁
は
文
部
大
陸
で

あ
る
{
改
正
宗
教
法
人
法
五
条
)
。
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し
た
が
っ
て
、
大
部
分
の
京
教
法
人
に
つ
い
て
は
士
一
小
教
法
人
提
出
議
類
」
の
提
出
先
は
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
都
道

府
県
に
お
け
る
「
宗
教
法
人
提
出
欝
類
」
の
取
扱
い
が
問
題
と
な
る
。
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
す
で
に
全
部
が
情
報
会
開
条
例
そ
定

情報公堅持法と宗教法人(小池)

め
て
い
る
。
宗
教
法
人
法
令
一
所
管
す
る
文
部
省
は
、
宗
教
法
人
法
改
正
後
「
宗
教
法
人
提
出
欝
類
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て
文
部
事
務
次

(S} 

官
通
達
を
発
し
て
そ
の
指
針
そ
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
文
化
庁
前
川
宗
務
課
長
は
都
道
府
県
に
お
け
る
従
来
の
取
扱
い

と
情
報
公
器
法
成
立
後
の
取
扱
い
に
樹
し
、
聞
協
会
で
も
答
弁
し
て
い
る
。

右
の
閥
会
答
弁
に
よ
れ
ば
、

2
一
小
教
法
人
提
出
券
類
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、
国
に
お
け
る
取
扱
い
と
陪

(
3
)
 

様
に
、
原
則
則
と
し
て
不
開
示
の
取
扱
い
と
す
べ
き
旨
、
改
め
て
都
道
府
県
に
対
し
通
遣
に
よ
り
指
示
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
行
政
手
続
法
は
そ
の
第
五
条
(
審
査
骨
格
準
)
で

「
第
五
条

行
政
庁
は
、
申
請
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
許
認
可
等
を
ど
う
す
る
か
を
そ
の
法
令
の
定
め
に
従
っ
て
判
断
す
る
た
め
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に
必
安
と
さ
れ
る
恭
準

以
下
「
審
資
材
務
準
」
と
い
う
。
)
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

2 

行
政
庁
は
、
審
査
恭
携
を
定
め
る
に
出
た
っ
て
は
、
当
該
許
認
可
等
の
性
質
に
照
ら
し
て
で
き
る
限
り
具
体
的
な
も
の
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J

と
定
め
て
い
る
。

そ
こ
で
情
報
公
開
法
が
成
立
し
た
場
合
、
開
示
請
求
に
対
す
る
審
資
基
象
を
定
め
る
必
妥
が
あ
る
。

文
部
省
で
は
、
こ
の
審
査
基
療
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
「
宗
教
法
人
提
出
議
類
」
の
う
ち
非
公
知
の
事
実
に
係
る
も
の
は
原

〈

4
)

熊
と
し
て
不
開
示
情
報
に
当
た
る
と
い
う
考
え
方
で
対
応
す
る
曽
を
前
川
宗
務
課
長
の
国
会
答
弁
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

(
悶
)
右
に
見
た
と
こ
ろ
か
ら
「
宗
教
法
人
提
出
番
類
」
の
取
扱
に
つ
い
て
=
所
轄
庁
で
あ
る
文
部
省
文
化
庁
は
、
同
文
香
の
う
ち

非
公
知
の
事
実
に
係
る
も
の
は
原
則
と
し
て
不
開
示
情
報
で
あ
る
と
の
解
釈
明
、
こ
の
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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し
た
が
っ
て
、
所
轄
庁
〈
文
部
省
文
化
庁
、
都
道
府
県
〉
に
お
け
る
開
示
手
続
で
は
、
ヨ
ん
…
一
小
山
遂
の
要
望
し
た
、
法
律
上
不
係
示
情
報
と

し
て
明
示
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
行
政
手
続
上
は
ほ
認
お
要
刊
款
に
沿
っ
た
選
前
が
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
「
原
則
と
し
て
」
と
の
条
件
を
付
し
て
い
る
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。

2 

不
聞
紙
申
立
て
夏
び
行
政
訴
訟
に
つ
い
て

し
か
し
、
開
示
請
求
に
対
す
る
開
示
決
定
等
(
開
示
、
不
開
示
の
決
定
)
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
場
合
、
前
記
の
と
お
り
当
該
行
政
機
関
の
長
は
、
情
報
公
隣
審
査
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
二
八
条
)
。
同
審
査
会
は
当
該
決
定
を
な
し
た
行
政
機
関
の
長
と
は
別
儀
の
第
三
者
機
関
で
あ
る
か
ら
、

教
法
人
鑓
出
番
類
」
そ
非
理
不
情
報
と
す
る
か
否
か
は
、
間
審
査
会
独
協
の
判
断
に
よ
る
こ
と
と
な
る
。

さ
ら
に
、
不
認
申
立
て
の
結
果
〈
決
定
又
は
裁
決
)
に
つ
い
て
は
、
一
行
政
事
件
訴
訟
法
に
よ
り
裁
判
所
に
対
し
、
そ
の
取
消
を
求
め



る
行
政
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
示
決
定
等

つ
い
て
は
最
終
的
に
は
裁
判
所
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
裁
判
所
は
、
行
政
府
と
は
別
個
独
立
の
司
法
府
の
機
関
で
あ
る
か
ら
、
行
政
庁
の
判
断
、
た
と
え
ば
、
こ
の
間

題
を
所
管
す
る
文
部
省
文
化
庁
に
よ
る
前
記
の
原
副
券
関
示
の
解
釈
は
、
同
盟
小
な
る
一
つ
の
判
断
資
料
に
は
な
り
得
て
も
、
も
と
よ
り
裁

判
所
の
判
断
念
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
裁
判
所
に
お
け
る
判
断
が
、
次
に
指
拙
慨
す
る
こ
の
間
題
の
根
本
的
関

慈
の
認
識
を
含
め
て
ど
う
な
る
か
は
今
後
の
問
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

i
根
本
的
な
問
題
は
銅
山
か

管
頭
に
述
べ
た
と
お
り
情
報
公
開
法
は
、
前
記
の
と
お
り
行
絞
め
透
明
牲
を
確
保
す
る
も
の
で
一
般
密
民
に
と
っ
て
歓
追
す
べ
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律
で
あ
る
。

…
毅
欝
民
の
中
に
含
ま
れ
る
宗
教
務
に
と
っ
て
も
こ
の
法
律
の
成
立
は
歓
迎
に
値
す
る
も
の
と
い
、
つ
べ
き
で
あ
る
。
他
方

三
一
小
教
法
人
提
出
書
類
」
を
不
開
示
情
報
と
す
る
か
苔
か
の
開
題
は
、
情
報
会
締
法
に
本
来
的
に
康
開
削
す
る
問
題
で
は
な
く
、
宗
教
法

(3) 

人
の
内
部
情
報
で
あ
る
三
不
教
法
人
提
出
湯
類
」
を
所
轄
庁
に
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
一
九
九

一
三
月
の
前
記
宗
教
法

情報公開i去とぶ教法人(小池)

人
法
改
正
に
由
来
し
、
滋
留
す
る
も
の
と
私
は
号
、
え
る
。

本
来
、
宗
教
法
人
が
、

の
自
由
に
基
づ
き
法
人
の
運
営
を
な
す

環
と
し
て
当
該
法
人
の
段
主
性
、
自
律
性
の
昆
地
か
ら
対
応

す
べ
き
、
財
産
設
録
、

境
内
建
物
に
関
す
る
審
類
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
所
轄
庁
に
提
出
せ
し
め
る
と
か
、
ま
た
所
轄

庁
に
報
告
徴
収
機
、
躍
問
権
を
与
え
る
と
い
っ
た
宗
教
法
人
の
自
主
性
向
律
性
を
殺
な
う
方
向
で
権
力
の
介
入
を
な
し
得
る
よ
う
に
し

た
の
が
右
の
改
正
な
の
で
あ
る
c

宗
教
法
人
法
改
正
は

九
九
六
年
九
月
施
行
お
れ

年
余
を
経
た
が
、
今
日
ま
で
京
都
仏
教
会
、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
リ
パ
テ
ィ
ー
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(
P
L
)
教
毘
、
善
隣
教
と
い
っ
た
有
力
な
教
団
等
が
「
宗
教
法
人
提
出
番
類
」
の
所
轄
庁
へ
の
提
出
を
拒
杏
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

右
の
う
ち

P
L教
団
・
善
務
教
に
対
し
て
宗
教
法
人
法
人
八
条
五
号
に
よ
り
一
万
円
の
過
料
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ

(s、
7
)

て
い
る
。
ま
た
、
善
隣
教
は
通
科
決
定
に
対
し
、
「
書
類
提
出
を
定
め
た
改
正
宗
教
法
人
法
は
信
教
の
自
由
を
保
織
し
た
憲
法
に
違

反
し
て
い
る
」
な
ど
と
し
て
、
一
議
開
問
地
裁
久
留
米
支
部
に
異
議
申
立
を
な
し
た
と
の
こ
と

。

の
詩
的
に
‘
沿
っ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

こ
れ
ら
書
類
の
提
出
を
義
務
付
け
た
理
由
に
つ
い
て
、
文
化
庁
は
、

所
轄
庁
が
縦
続
的
に
把
握
し
、
宗
教
法
人
の
適
正
・
な
運
照
会
関
る
た
め
い
と
説
明
し
て
い
る
。
〈
文
化
庁

の
基
み
的
な
考
え

方」

l
傍
点
は
筆
者
)
。
こ
こ
に
は
所
轄
庁
つ
ま
り
権
力
機
関
が
、
「
ゆ
が
教
法
人
の
活
動
を
継
続
的
に
把
握
す
る
」
と
い
う
か
管
理
w

の

思
想
が
色
濃
く
に
じ
み
印
刷
て
い
る

い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
提
出
令
指
怒
し
異
議
を
取
立
て
た
教
関
の
理
由
を
見
る
と
つ
ぎ
の

k
お
り
で
あ
る
。
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っ
て
本
認
す
る
こ
と
は
、
自
ら
信
教
の
自
由
を
放
棄
す
る
に
等
し
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

今
の
時
点
で
改
正
宗
教
法
人
法
に
従
っ
て
教
毘
備
へ
付
け
の
書
類
の
写
し
を
所
轄
庁
に
提
出
す
る
こ
と
は
、
会
員
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
i

(8) 

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
事
惑
を
招
く
恐
れ
も
あ
る
と
考
へ
る
。
」

(
P
L教
団
)

「
信
仰
集
団
が
な
ぜ
屈
に
よ
り
管
理
監
督
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
根
拠
が
明
確
に
さ
れ
な
い
ま
ま
法
改
正
に
従
う
こ

と
は
、
私
ど
も
の
宗
教
的
信
念
に
基
づ
い
て
許
き
れ
な
い
と
考
え
、
あ
え
て
報
告
書
の
提
出
を
拒
否
し
ま
す
。
た
だ
し
「
情
報
環
示
」

と
い
う
民
主
主
義
の
根
本
に
反
対
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
善
隣
教
は
公
益
法
人
と
し
て
自
主
的
に
税
務
署
へ
の
収
支
決
算
、
費
借
対
照
衰
の
提
出
は
確
実
に
行
っ
て
お
り
、
議
後

代
表
に
も
公
開
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
法
的
義
務
が
生
ず
る
と
な
れ
ぜ
話
は
別
で
あ
り
ま
す
J

〈
善
隣
教
)

「
役
員
名
簿
や
財
産
自
録
な
ど
の
提
出
を
義
務
付
け
た
改
正
法
は
、
宗
教
関
体
の
情
報
を
強
制
的
に
開
示
さ
せ
る
も
の
で
、
穏
教
の



〈

7
)

自
由
を
制
緩
し
、
侵
害
し
て
い
る
」
(
善
隣
教
)

権
力
に
よ
り
菅
灘
す
る
鶴
と
あ
く
ま
で
も
儲
教
の
自
由
、

自
惨
を
訴
え
る
宗
教
間
体
織
と
の
論
理
は
対
照
的
で
あ
る
。
し
か

し
、
戦
前
の
国
家
権
力
に
よ
る
宗
教
弾
ま
の
苦
々
し
い
体
験
を
基
に
定
め
ら
れ
た
懇
法
の
語
教
の
詰
自
の
精
神
か
ら
す
れ
ば
、
ま
た
、

提
出
拒
苔
を
し
た
教
関
が
正
に
そ
の
宗
教
弾
症
を
受
け
た
教
団
自
身
ぞ
あ
る
こ
と
に
照
ら
し
て
み
て
も
、
後
者
の
論
環
が
妥
当
で
あ
る

〈
閉
山
)

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
論
稿
は
情
報
公
開
法
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
宗
教
法
人
法
器
認
が
主
題
で
は
な
い
の
で
、
同
改
正
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上

の
論
評
は
悲
し
数
え
る
が
、
要
す
れ
ば
、
構
報
公
開
法
上
ヱ
京
教
法
人
提
出
番
鮪
」
を
非
開
示
措
情
報
と
す
る
か
夜
か
の
判
断
に
関
し
て

は
、
根
本
的
に
は
「
宗
教
法
人
提
出
書
類
」
を
所
轄
庁
に
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
宗
教
法
人
法
改
正
の
当
者
に
つ
い
て
も
論
ず

る
こ
と
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
適
正
な
結
論
に
至
る
に
必
須
で
あ
ろ
う
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
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(
な
お
、

2
一
小
教
法
人
提
出
繋
類
」
の
所
轄
庁
へ
の
提
出
の
義
務
付
け
の
違
憲
問
題
に
つ
い
て
は
、
宗
教
法
訪
日
す
の
欄
ケ
谷
論
文
が
詳
し

い〉

阜
県
議
筏
内
開
後
陣
照
会
議
録
第
入
管
平
成
二
U
年
五
月
二
一
日
一
一
一
資

。
小
端
本
国
務
大
豆
権
利
に
つ
い
て
の
お
話
で
ご
ざ
い
ま
寸
。
い
わ
ば
い
か
な
る
権
利
を
保
護
し
て
い
る
の
か
と
、
こ
う
い
う
事
で
あ
れ
り
ま
す
。
〈
中
機
)
「
権

利
」
に
は
「
お
波
法
人
骨
主
の
有
す
る
日
本
閲
慾
淡
や
神
間
律
上
の
権
利
は
す
べ
て
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
叙
仇
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
で
ど
が
ぜ
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
鳴
部
法
が
向
原
描
揮
す
る
権
利
、
制
問
え
ば
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
館
教
の
自
由
問
、
集
会
、
絞
殺
、
表
現
の
お
砲
な
ど
は
機
制
刊
の
中
心
釣
な
も
の
と
い
、
つ

べ
き
で
あ
持
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
ご
指
織
の
本
法
場
執
務
省
品
条
第
二
号
イ
の
「
逃
絞
淡
人
等
V
A
は
当
該
飽
人
の
純
情
創
刊
」
と
し
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
と
い
た
し

て
お
れ
り
ま
す
e

1育事量公算書法と芸宗教法人(小池)

2 

開
会
樽
減
問
州
第

一
号
平
成
一

O
年
六
月
間
臼
豆
!
図
頁
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O
曲
抑
制
川
説
明
幾
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
教
法
人
法
の
第
二
十
五
条
第
m
開
演
に
よ
ち
ま
し
て
ゆ
指
数
淡
人
か
ら
提
出
さ
れ
る
書
類
の
、
っ
ち
非
公
知
市
判
事
実
に
何
時
る
も
の
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
が
一
般

に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
h

り
ま
す
と
、
山
会
議
議
教
法
人
の
耕
制
緩
運
営
に
何
ら
か
か
わ
り
を
や
脅
し
な
い
第
一
一
一
者
に
よ
h

り
ま
し
て
、
例
え
ば
当
該
気
品
粧
品
広
人
の
{
常
教
活

動
の
態
様
に
対
寸
る
設
務
-mT
織
な
ど
、
際
的
な
宗
教
鴻
鮎
慨
を
妨
害
す
る
た
め
の
材
料
、
あ
る
い
は
宗
教
法
人
の
際
律
的
な
速
材
掛
け
ド
干
渉
す
る
た
の
の
材
終
な
ど
と

し
て
俊
わ
れ
ま
し
て
、
そ
の
た
め
、
滋
該
宗
教
法
人
波
び
そ
の
関
係
者
の
祭
教
の
自
由
、
枇
付
に
宗
教
上
の
敏
弘
札
の
由
同
僚
が
察
さ
れ
る
わ
斜
ぞ
れ
が
あ
る
と
考
え
て
お

ち
ま
す
。

一
方
、
内
務
総
出
の
情
報
会
開
法
案
の
務
支
条
に
お
き
ま
し
て
は
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
持
幾
綴
法
人
等
の
後
利
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報
を
不
開
示
情

報
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
古
川
に
つ
員
ま
し
で
は
、
こ
の
掛
管
制
開
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
品
総
務
庁
長
官
か
ら
期
間
答
弁
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
宗
教
法
人
の
捻
山
制
緩
蛸
酬
の
う
ち
非
公
知
の
事
爽
に
係
る
も
の
に
つ
き
ま
し
で
は
、
間
賄
側
と
し
て
不
問
問
一
不
機
綴
と
し
て
取
均
扱
う
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
お
h

り
ま
す
。

3 
〉

開
門
右
の
鈴
川
貌
開
明
同
州
の
答
弁

-44-

こ
の
遥
遠
(
築
相
官
持
出
e

注
5
の
通
達
を
摘
す
〉
に
お
き
ま
し
で
は
、
情
報
公
務
条
例
に
纂
づ
く
隣
系
議
求
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
き
ま
し
て
、
家
教
法
人
法
第
二
十

五
条
第
コ
一
環
に
規
定
す
る
綴
党
議
求
縦
攻
の
油
開
同
日
及
び
関
条
第
五
緩
め
所
抽
轄
庁
の
綴
品
忠
義
務
の
規
定
、
こ
れ
を
拙
閉
ま
え
ま
し
て
十
分
穣
重
に
対
処
す
べ
き
こ
と
、
ま

た
、
当
該
幾
頬
は
宗
教
級
人
の
市
阿
部
情
報
で
あ
り
ま
し
て
:
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
宗
教
後
人
の
活
動
に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
等
に
十
分
留
憲
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
お
均
ま
す
。

こ
れ
は
、
総
数
日
宏
人
の
後
山
山
容
類
の
う
ち
非
公
郊
の
夢
実
に
係
る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
宗
教
淡
人
等
の
信
教
の
自
由

を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
}
附
帥
鞠
ん
げ
が
み
だ
り
に
こ
れ
を
酬
開
示
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
淡
重
な
絞
叫
怖
を
求
め
た
・
も
の
で
ご
ざ
い
ま
ず
。
現
明
校
綱
審
議
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
内
務
提
出
の
情
報
公
開
法
獲
に
お
き
ま
し
で
も
、
先
ほ
ど
窃
し
上
げ
ま
し
た
通
り
概
印
刷
則
的
に
不
糊
開
示
情
報
仁
成
け
た
る
と
考
え
て
お
れ
リ
ま
す
。

}
方
、
宗
教
法
人
に
織
す
る
事
務
と
ゆ
し
ま
す
の
は
機
関
委
任
泰
雄
刑
判
、
ご
ざ
い
ま
し
て
、
情
胡
報
公
開
聞
に
関
す
る
提
出
書
類
の
駁
ち
扱
い
に
つ
い
て
も
、
問
問
及
び

都
道
出
問
掛
耐
に
お
い
て
統
一
的
に
取
り
殺
、
つ
必
要
が
ど
ぎ
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
情
報
公
開
閉
泌
が
制
制
定
さ
れ
た
際
に
は
、
こ
の
法
律
の
も
と
で
の
関
に
お
け
る
提
際

世
官
制
棋
の
取
ち
扱
い
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
に
、
開
時
則
と
し
て
不
問
一
不
の
取
り
扱
い
と
す
べ
き
己
宮
、
改
め
て
通
逮
に
よ
持
都
道
府
終
に

対
し
指
示
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
が
い
ま
す
。



(4)

関
門
右
の
前
川
説
明
員
の
終
弁

ま
た
、
行
政
文
也
留
の
開
示
、
不
開
ぶ
な
ど
に
掬
す
る
審
安
藤
準
に
つ
き
ま
し
て
は
‘
先
生
術
品
畑
織
の
滋
り
、
情
報
公
関
ゅ
は
の
成
立
後
、
行
政
手
側
税
法
の
第
五
条

に
基
づ
き
ま
し
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
む
し
た
が
い
ま
し
て
、
宗
教
法
人
法
第
二
十
支
条
第
四
演
に
よ
り
後
お
さ
れ
る
響
類
の
絞
り
扱
い
を
、
ど
の
よ

う
に
務
官
築
基
準
に
護
持
込
む
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
で
も
、
情
報
公
務
僚
の
成
立
後
、
具
体
的
に
後
鈴
し
て
ま
い
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
で
も
、
こ
の
甘
掛
準
の
策
定
に
滋
た
り
ま
し
で
は
、
宗
教
淡
人
法
仁
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
る
書
類
今
っ
ち
非
公
知
の
挙
実
に
係
る
も
の
じ

っ
主
主
事
し
で
は
、
間
期
総
と
し
て
不
開
示
情
報
に
当
た
る
と
い
う
考
え
方
で
叫
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
c

(
5〉
平
成
八
年
九
月
二
日
付
務
総
道
府
県
級
事
宛
て
文
総
務
務
次
官
激
渓
「
宗
教
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
徐
{
平
成
七
年
法
律
第
一

い
て
い

(
6〉
一
九
九
九
年
二
月
二
十
五
日
付
新
宗
教
新
関

〈

7
)

周
年
笈
月
五
円
口
付
け
続
完
新
期
間

(
0
0
)

例
年
二
一
月
一
日
付
神
社
部
斜
線

〈

9
)

「
線
総
口
を
提
出
し
な
い
理
出
」
骨
骨
燐
教
理
事
ぷ
援
本
学

(
怨
小
池
健
治
外
編
「
宗
教
減
圧
を
語
る
!
日
ひ
と
の
み
ち
挙
終
」
(
約
波
新
書
)

(
H
)

宗
教
法
お
号
柄
ケ
ハ
合
傘
「
改
正
点
を
め
ぐ
る
組
問
問
題
i
!
1
0部
数
回
休
に
叫
科
す
る
管
殺
の
閥
抗
祭
の
導
入
」
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凶
考
)
の
ぬ
刊
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に
つ
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